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初期ルカーチにおける内在と超越の問題 

——ハイデルベルク美学論稿研究序説—— 

本論文はルカーチ・ジェルジュ Lukács György（1885-1971）の『ハイデルベルク美学論稿』(1916-18)

を中心的題材として、その思想史的意義を『歴史と階級意識』との関連において明らかにしようと

する試みである。本論文はルカーチの『芸術の哲学』(1912-14)から『美学論稿』への改稿プロセス

の検討を通じて、『美学論稿』が『歴史と階級意識』の思想と、その物象化批判の議論を準備したこ

とを示そうとする。さらに秋元氏は〈未在のものへの目的論〉という概念を軸にして、ルカーチの

物象化批判はヘーゲル的目的論とは異なるものとして理解されるべきだと主張している。また秋元

氏は本論文で、芸術作品のうちに体験的現実からの救済領域を求める『芸術の哲学』での「ユート

ピア主義」から、主体性の解放過程としての美学の現象学へと至ることが『美学論稿』に見出され

ることを示すことを試みている。さらに本論文では『美学論稿』では美的創造と受容の問題として

語られていることを、現実変革の問題として捉え直すという意図がルカーチにあったことを示すこ

とが試みられている。これらの試みは本論文では一定の成功を収めていると言ってよい。 

そして本論文では「同一的なる主体－客体」という概念は『美学論稿』に由来するものであり、

ルカーチの思想形成過程を理解する上で『美学論稿』は不可欠な題材であることを示すことにも成

功している。 

さらに秋元氏は『美学論稿』の思想に照らして『歴史と階級意識』を再解釈することによって、

ルカーチの物象化批判を他律的な目的論だと批判するのは不当であることを示そうとする。さらに

秋元氏は「美学の現象学」から『歴史と階級意識』に至る思想的展開の中に読み取られる〈未在の

もの〉という思想と「内在と超越」という視点は、本質主義を回避しつつ同時に批判のための準拠

点となるものであり、現代の社会哲学にとって、大きな意義を有することを示すことも試みている。 

 またルカーチは一貫して、美的領域においてのみ「主体・客体の同一性」が成立することを強調

しており、この点では『芸術の哲学』も『美学論稿』も、そして『歴史と階級意識』も同様である。

しかしその「同一性」の意義や、物象化批判における美的なものの意義の捉え方という点では、そ

れぞれの著作は異なっている。本論文の中心課題の一つは、この差異をルカーチの思想形成過程に

即して明らかにすることであるが、その課題は十分に果たされていると言ってよい。 

またルカーチの「美学の現象学」においては物象化された既成の現実連関を打破しようとする志

向が働いているが、美学の主体概念はそのままでは社会的・歴史的現実の領域に直接転用すること

はできない。秋元氏は美的価値を到達目標とする美学の現象学が「未在のものへの目的論」を志向

する「現象学」へと再編され、それが脱美学化された地点に『歴史と階級意識』が位置していると

いう解釈を示しており、この解釈には説得力がある。 

 本論文は今まで顧みられることの少なかったルカーチの『美学論稿』を緻密に読み解き、「未在の

ものへの目的論」という独自の解釈視点によって『美学論稿』と『歴史と階級意識』との相違と連

続性を明らかにしており、その思想史研究上の意義は大きい。また本研究はルカーチの思想、特に



 

その物象化論と疎外論を目的論の規範性批判という明確な視点から統一的に理解することを可能に

している。さらに本研究はルカーチ研究としての意義だけでなく、ヘーゲルの『精神現象学』の目

的論の評価と理解、またルカーチ思想とマルクスの『パリ手稿』での思想との類似性の検討など、

単なるルカーチ研究に留まらない、哲学史的・社会思想史的視野のもとで書かれている。その射程

は大きく、その哲学史研究上の意義も大きい。また本論文にはヘーゲルの目的論とマルクス主義の

全体を問い直すという遠大かつ野心的な意図も感じられる。 

もっとも、本論文の鍵概念である「内在と超越」の統一的理解が必ずしも明確ではなく、『美学

論稿』と『歴史と階級意識』の物象化論との積極的連関について十分に書かれていないことなど、

本論文に問題点がないとは言えない。しかし、それは秋元氏の今後の研究上の課題であり、このよ

うな問題点は本論文の価値を些かも損なうものではない。 

 以上の審査結果に基づき、本論文審査委員会は全員一致で本論文は博士(文学)の学位を授与する

にふさわしいと判断した。 


